
地球温暖化対策計画・実施状況報告（事業者用） 事業者（１）

平成 年度

１　地球温暖化対策事業者の概要

（１）事業者の類別

（２）地球温暖化対策事業者

(Ver.1.01) 日本工業規格Ａ列４番

32

地球温暖化対策計画・実施状況報告

（事業内容、従業員数、
資本金等）

商 標 又 は 商 号
（ 連 鎖 化 事 業 者 の み ）

燃 料 等 使 用 量 の
原 油 換 算 の 合 計 量
（ 前 年 度 ）

1,445

大規模小売店舗面積
（単独で1,500KL未満で延床面

積 10,000m2 以 上 の 事 業 所 ）

Ⅳ類

類別

（類別の説明）
Ⅰ類　A事業所のみを有する特定事業者
Ⅱ類　B事業所を有する特定事業者（Ⅲ類の事業者を除く）
Ⅲ類　C事業所を有する特定事業者
Ⅳ類　任意事業者

事 業 者 名 越谷・松伏水道企業団

所 在 地

産 業 分 類 名
（ 中 分 類 ）

水道業

分 類 番 号
（ 中 分 類 ）

36

事 業 者 番 号 2075

kL／年

㎡

事 業 活 動 の 概 要

越谷市越ケ谷３－５－２２

水道事業
　年間総配水量　37,554,840 
　給水人口　　　　 373,695人
　職員数　　　　　　　 116人
　浄水場　2か所、配水場　3か所



地球温暖化対策計画・実施状況報告（事業者用） 事業者（２）

（３）県内に設置している事業所

（自動転記)

（４）公表方法

（５）公表の担当部署

※　担当者個人のメールアドレスは記入しないこと。

（６）（Ⅳ類（任意事業者）のみ記入）県による公表の可否

日本工業規格Ａ列４番

A 207500

合計 1,445

Ｂ、Ｃ事業所

Ａ、Ｂテナント等事業所

前年度の原油換算
エネルギー使用量

(ｋL)
事 業 所 名事業所番号

事業所
種別

事務局　総務課

連 絡 先

閲覧可能
時間２

越谷・松伏水道企業団　事務局

越谷市越ケ谷３－５－２２

8:30～17:15（土日祝日を除く）

　その他

する

3

県による報告書の公表を希望

越谷・松伏水道企業団

2

所在地１

インターネット利用による公表

電話番号 ＦＡＸ番号 E-mailアドレス※

048-971-7904 048-963-0706 somu@union.koshi-matsu.lg.jp

1,445

1

〇 アドレス

閲覧場所１

名 称
（複数可）

閲覧可能
時間１

閲覧場所２

所在地２

https://www.koshi-matsu.koshigaya.saitama.jp

　事業所での備え置き
　（複数可　書ききれない場合
　　は別様としてください）

〇



地球温暖化対策計画・実施状況報告（事業者用） 事業者（３）

２　地球温暖化対策推進における事業者の基本方針

３　地球温暖化対策における事業者の推進体制

４　計画期間中における事業者の温室効果ガス排出量（事業所合算）の推移

CO2換算（ｔ-CO2）

５　各事業所の計画

別紙　事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告　のとおり

日本工業規格Ａ列４番

2,864 2,783 2,985 2,933 2,677

その他ガス

温室効果ガスの合計

2,985 2,933 2,677

２７年度
（2015年度）

エネルギー起源CO2

２８年度
（2016年度）

２９年度
（2017年度）

越谷・松伏水道企業団　水道事業マスタープラン
計画期間　平成28年度～平成37年度
第4章　基本理念と推進する実現方策
基本方針　持続可能な水道事業経営を目指して
3-5　環境への配慮
(1)環境に配慮した事業の推進
　既存の再生可能エネルギー設備を継続して活用するとともに、設備の更新時には高
効率設備の導入や新たな再生可能エネルギー設備の導入を検討するなど、二酸化炭素
等の温室効果ガスの排出量抑制を図り、環境負荷の低減を目指します。

３０年度
（2018年度）

３１年度
（2019年度）

2,864 2,783



事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（Ａ、Ｂテナント等事業所用）　 A事業所（１）

平成 年度

１　事業所の概要
（１）事業所種別

（２）事業所及び事業内容

２　事業所の温室効果ガス排出量の削減目標
（１)第２計画期間の削減目標

(Ver.1.01) 日本工業規格Ａ列４番

年度

削
減
目
標

エネルギー起源CO2
（必須）

平成１７年度を基準（３，８７６t-CO2）として、５年間で総量を５，０００t-
CO2削減する。

その他ガス

（２）第３計画期間の削減目標

計画期間 32 年度 ～ 36

年度

削
減
目
標

エネルギー起源CO2
（必須）

平成１７年度を基準（３，８７６t-CO2）として、平成２７年度から平成３１年
度末までの５年間で総量を３，０００t-CO2削減する。

その他ガス

分類番号（中分類） 36

事業活動の概要
事業内容
従業員数等

水道事業
　年間総配水量　37,554,840 
　給水人口　　　　 373,695人
　職員数　　　　　　　 116人

計画期間 27 年度 ～ 31

代表事業所所在地
市区町村 越谷市

字・地番 越ケ谷３－５－２２

産業分類名（中分類） 水道業

当該事業所を含む事業所の名称
（※Bテナント等の場合のみ記入）

事業所種別
Ａ　原油換算エネルギー使用量が年間1,500kL未満の事業所（合算）

A

代表事業所名 越谷・松伏水道企業団
前年度におけ
る事業所数 6

32 事業者番号 2075 事業所番号 207500

事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告



日本工業規格Ａ列４番

24

25

※　入力欄が足りない場合は、シートの様式を変更せずに、同様式の別ファイルを作成して提出してください。

22

23

20

21

18

19

16

17

14

15

12

13

10

11

8

9

6 西部配水場 越谷市大字北後谷２０１

7

4 南部浄水場 越谷市南越谷３－２３－２２

5 東部配水場 越谷市レイクタウン５－２４

2 築比地浄水場 北葛飾郡松伏町大字築比地８０２

3 北部配水場 越谷市大字下間久里６３３

事業所リスト

番号 事業所名 所在地

1 越谷・松伏水道企業団 越谷市越ケ谷３－５－２２



Ａ事業所（２）

３　事業所の温室効果ガス排出量

(1)原油換算エネルギー使用量の推移

（2）計画期間の温室効果ガス排出量の推移
CO2換算（ｔ-CO2）

（3）計画期間の温室効果ガス排出量原単位の状況（エネルギー起源CO2）

日本工業規格Ａ列４番

活動規模の指標

生産量

〇 配水量 千 /年 38,201 37,947 38,270 38,284 37,555

エネルギー起源CO2排出量原単位 0.0750 0.0733 0.0780 0.0766 0.0713

CO2換算（ｔ-CO2/指標）

計画期間

27年度
(2015)

28年度
(2016)

29年度
(2017)

30年度
(2018)

31年度
(2019)

温 室 効 果 ガ ス の 合 計 2,864 2,783 2,985 2,933 2,677

三 ふ っ 化 窒 素

そ
の
他
ガ
ス

六 ふ っ 化 い お う

パ ー フ ル オ ロ カ ー ボ ン

ハ イ ド ロ フ ル オ ロ カ ー ボ ン

一 酸 化 二 窒 素

メ タ ン

非 エ ネ ル ギ ー 起 源 CO2

事業所番号 207500

事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（Ａ、Ｂテナント等事業所用）　

27年度
(2015)

28年度
(2016)

29年度
(2017)

30年度
(2018)

31年度
(2019)原油換算エネルギー

使用量(kL)
1,523 1,492 1,595 1,570

エ ネ ル ギ ー 起 源 CO2 2,864 2,783 2,985 2,933 2,677

1,445

計画期間

27年度
(2015)

28年度
(2016)

29年度
(2017)

30年度
(2018)

31年度
(2019)



A事業所（３）

４　温室効果ガスの排出の抑制等に関する措置の計画及び実施状況 Ａ事業所

日本工業規格Ａ列４番

実施
年度

推計
削減量
(t)

(一年度
当たり）

高架水槽による自然流下配水（築比地浄水
場）
＜第３計画期間も継続＞

H26以前

小水力発電の導入（西部配水場）

太陽光発電の導入（北部配水場）

高効率機器の導入（東部配水場）

H26以前

H26以前

H31年度

301

32

81

対策概要

15

※　入力欄が足りない場合は、シートの様式を変更せずに、同様式の別ファイルを作成して提出してください。

14

13

12

11

34_熱の動力等への変
換の合理化に関する

措置

36_電気の動力・熱等
への変換の合理化に

関する措置
360700

ポンプ、ファン、
ブロワー、 コン
プレッサー等

8

7

10

9

6

5

3

2 340500
発電専用設
備、コージェネ
レーション設備

340500
発電専用設
備、コージェネ
レーション設備

34_熱の動力等への変
換の合理化に関する

措置

4

Ｎｏ
区分
番号

大区分

1

区分名称

対策の区分

中区分

36_電気の動力・熱等
への変換の合理化に

関する措置
360700

ポンプ、ファン、
ブロワー、 コン
プレッサー等

事業所番号 207500
事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（Ａ、Ｂテナント等事業所用）　



A事業所（４）

５　事業者として実施した対策の内容及び対策実施状況に関する自己評価
Ａ事業所

自由記述欄

日本工業規格Ａ列４番

事業所番号 207500
事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（Ａ、Ｂテナント等事業所用）　

（※希望者のみ記載）


